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平成 21 年 2 月 5 日、平成 20 年度 「幾春別川ふるさとの川づくり懇談会」を開催しました。  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 ・   

 

懇談会の主な発言をご紹介します。 
 

 
 

・幾春別川上流の水辺の楽校にアクセスしや
すいようにして欲しい。今後は子供達の水
生生物調査などを実施したい。 

・水辺の楽校辺りは川の流れが緩やかなので
カヌー等の利用はしづらく、上流の方が魅
力的である。また、トイレや駐車場の整備
が出来ないか。 

・河川沿いにダム工事での事故対応として水
防倉庫的なものを設置し休憩施設、カヌー
艇庫として利用は出来ないか。 

・市来知頭首工に魚道を設置中であり、上流
の「魚染めの滝」もサケが上れるような整
備はできないか。 

 
 
 

・消流雪施設公園は大変素晴らしいのに使わ

れていない。もっと市民等に PR すべき。 

 

幾春別川 ふるさとの川づくり 懇談会 委員 
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髙篠 和憲 NPO 三笠森林遊学舎 理事長 

奈良 健二 空知管内商工会連合会 会長 

深田 倫男 岩見沢市教育委員会 教育部長 
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眞野 弘 北海土地改良区 理事長 

八木 昌黄 岩見沢市 建設部 公園緑地環境課長 
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前田 富男 桂沢ダム管理所長 

山越 明博 岩見沢河川事務所長 

平成 21 年 2 月 

幾春別川 ふるさとの川づくり 懇談会 
の主な発言から 

施設等の整備に関するもの 

施設等の有効利用等に関するもの 

・河川防災ステーションの有効活用を考え 
るべきである。広い駐車場や水防センタ 
ーなど自由に使用できるようにして、市 
民活動の場となれば良いと考える     

 
 
 

平成 20 年度 幾春別川ふるさとの川づくり懇談会を、以下のとおり開催しまし
た。 

日時：平成 21年 2月 5日（木）14：00～16：00 
場所：岩見沢河川事務所 1F 会議室 
 

当日は代理出席を含め委員 15 名が参加しました。懇談会では幾春別川での川づ
くりに向け、今までの取り組みについて、現地見学会の実施や北海道教育大学岩見
沢キャンパスと連携し、有効活用ワーキングで距離標の製作などを実施したことを
報告しました。また、幾春別川を軸とした散策路を整備し、それぞれのエリアで散
策コースを設定し上流から下流までの各エリアを結んだネットワークを形成し、ま
ちの活性化にもつなげていきたいなど、これまでの提案された川づくりの取り組み
について報告がされました。さらに、今後の川づくりについて、早期に実施可能な
ものや施設の改善が必要なものなど、これまでの意見を整理し、さらなる意見交換
を行いました。 



・北村河川防災ステーションなどは市民活 
動の場として等大いに活用すべき。 

 
 
 

・サケの放流活動などが実施されており、サ
ケをキーワードに上流～下流のネットワ
ーク形成ができないか。 

・河川管理者が所有している膨大なデータの
蓄積を有効利用させるべきである。また、
せっかく素晴らしい事を実施していても、
わかりやすい説明がなされていないので
一般の方々にうまく伝わらない。また PR
不足であり、積極的に説明することを実施
するべき。 

・ホームページについては、わかりやすく使
いやすいものにするため、市民の声をよく
聴くべき。 

・よく自転車を利用するが、堤防の天端が舗
装されており非常に便利に使わせてもら
っている。自転車は誰でも使える移動手段
のツールなので、堤防上の舗装状況などに
ついて積極的に情報発信すべき。 

・ダムの様々な役割や仕組みについて一般の
方々に認知されていない。河川管理者とし
ては、もっと「わかりやすい」説明責任を
果たすべき。 

・情報交換するためにも情報提供ツールは必
要であり、地域住民との交流などを伝える
役目を果たしていた「幾春別川ニュース」
を継続させる方策はないのか。 

 

 

・「NPO 法人山のない北村の輝き」では環境
活動の一環として炭焼き活動をしており、
できた炭は農業排水路などに入れて水質
浄化として活用している。 

・旧美唄川と石狩川の合流点のデルタ地帯は
とても素晴らしい環境が残されている所
で、昔ここで子供達とキャンプなどしたこ
とがあり、今後も活用してほしい。 

・当時多く繁茂していた、湿地性の貴重種の

植物など素晴らしい環境を保存して欲し
い。 

・川は子供達の学びの場として素晴らしいも
のを持っている。ただし、自然が残ってい
るところで楽しむことが子供達には感動
となる。人々の安全安心を保ちつつも極力
自然を残した河川整備の実施を望みたい。 

 
 

・幾春別川はもともとはあまりいい川とはい
えなかった。河川整備がいろいろなされて
今のようないい川となったのでありがた
く思っている。 

・利水者としての立場で幾春別川からはたい
へん恩恵を受けている。現在市来知頭首工
に魚道設置工事がなされ魚の遡上に配慮
した取り組みがされているなど、近年は農
業従事者も自然環境に十分配慮していか
なければならないという意識は強く持っ
ている。 

・アメリカ新大統領のオバマ氏がかかげる
「グリーンニューディール政策」にあやか
り、これからは「環境」に配慮した農業、
土木事業、公共事業を推進すべき。 

・無理に川に近づく為の場所を整備する必要
はないと思う。 

・緑中学校が河川清掃活動などを実施してお
りこの度「小さな親切運動」で表彰された。 

 

 

 

 
 

平成 21 年 2 月 幾春別川 ふるさとの川づくり 懇談会 News【第１号】 

2 

ご意見やお問い合わせは、下記事務局 
札幌開発建設部 岩見沢河川事務所 
〒068-0007 岩見沢市 7 条 9 丁目 

TEL 0126 (23) 9555 
FAX 0126 (25) 1697 

まで、お気軽にお寄せください。 

情報提供、ソフト対策に関するもの 

その他 

環境への配慮・保全に関するもの 
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